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前回の振り返り
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行政文書電子化の
取組について
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福井市 地域振興課 
宮崎さん



行政文書電子化の取組について



行政文書電子化の取組について

配布物アイコン
をクリック

市公式LINEで新着情報
をお知らせ

調べるボタンを
クリックして、



市公式LINEとは

市公式LINEアカウントを友だち登録
している方へ、市政に関する情報を
メッセージ配信している。

＜主な内容＞

⚫ イベント

⚫ 観光・文化・スポーツ

⚫ くらし

⚫ 子育て・教育・学習

⚫ 健康・医療

⚫ 福祉

⚫ 仕事・就職

⚫ まちづくり・産業

⚫ 結婚支援

⚫ 移住定住

⚫ 市政情報 など



市公式LINEの登録について



地域のデジタル化
取組事例
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殿下地区、社南地区



質問したいことを
手元の付箋に書きつつ

聞いて下さい
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事例紹介の前に

質問タイムの前にグループ内で

✓ 質問の洗い出し
✓ 優先度付け

お願い

を行ってもらいます



事例紹介１

殿下地区  
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福井市地域プロジェクトマネージャー
高橋さん



事例紹介２

社南地区 
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社南地区DX推進委員 佃さん
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質問タイムへの準備（自己紹介）

グループ内で、お互いに自己紹介をしてください。

一人 1分間ずつ時間をとります。

• 名前

• 地区での役割（あれば）

• 地区の紹介
地区名、世帯数、地区のおススメ・特徴
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質問タイムへの準備

１

質問書き出し

個人作業 ５分

２

グループで会話 優先順付け（聞きたい順）

グループワーク ５分

３

質問タイム

グループ単位に1個ずつ質問 10分

お茶飲みながら

皆さんの質問・疑問が今後の参考となります
ぜひ紙に残して下さい



気づきの深堀
～気づきを一歩につなげるために～
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気づきを一歩につなげるために

まちのデジタル化を一歩進めるために

何ができるか具体的に考える

（殿下、社南地区の導入事例を参考に）

この時間のゴール

皆さん 地区で何ができるか、何が難しいか

行政
この後のディスカッションの結果を受け、
何があれば皆さんに進めてもらえるかを考える



殿下 社南
最初の
一歩

誰がどんな
行動をしたか

地域PM髙橋から連合会執行部に提案

どんな思いが
あったか

無理のない範囲で地区のデジタル化を進
め、円滑な情報伝達を実現したい
今後の展開の一歩にしたい

どうやって仲間を見つけたか 執行部の判断を信じた

計画
 何をどう
 進めるか

内容 LINE公式アカウントを殿下地区連合会
と各自治会で運営

誰が、どうやって
考えたか

地域PMの髙橋が仕組みを考えた

地区への
展開

どうやって
合意したか

連合会の会議の中で説明を行い、合意
を得た

お金は
どうしたか

当面はお金がかからない方向で検討した

事例紹介まとめ
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グループワーク

テーマ：マネできそうなこと、難しそうなこと

１
ワークシートに記入 個人作業 ５分

２

グループで会話  15分

特に会話して欲しいポイント

● 理由の深堀（本当にその理由？）

● 何があればできそう？（ここはたくさん出るといい）

３
共有タイム 各グループ1分ずつ



マネできそうなこと

マネしたいけど 難しそうなこと、その理由 何があればできそう？

班名： お名前：
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お疲れさまでした
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